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湯　　 淺　　 啓　　 温

　　1． Xanthonio　placidα BALY 　キ カ サ ハ ラ ハ ム シ の 食餌植物

　　昭和 5年當時鳥取縣廳 に居た馴松市郎兵術氏 か ら 同縣八 頭郡散岐村で 桑の

薪芽 を害 して ゐた と い ふ ハ ム シ の 1 種 を逡 つ て 來た （標 本は同年 6 月 24 日採集

の もの ）。

’
査定の 結果 は表題 の 種と判明 した 。

こ の 種 は BALY が 長 崎産 の 標本

か ら記載 し て こ の 演た誰 も研 究する もの が な く、生活史な どは全 く制 つ て ゐ な

V ・

。 鳥取縣で も成蟲 の 加害が 觀察 され て ゐ る だ けで あ る 。 其後昭和 6 年九 州帝

大 農學部 の 堀浩氏 か らも同年 7 月 8 目筑前立花村採集 の こ の 種 の 成蟲 を邊 つ て

來た 。 之 は 「柑橘の 害蟲 」とあ る が 、何 鸚を食ふ の か 判 らなVb。 なほ本種は之 と

同 じ く桑樹 を害す る Demetima　decorata　BALy カ サ ハ ラ ハ ム シ に一見似 て ゐ るけ

れ ど も、 體背面 に 生えて ゐ る毛 が後者で は鱗片耿 なの に前者 で は普通 なの で 區

別 で を る 。

　　2． PaTUt脇 7 脇b旃 s　 BALY 　 ヒ ト ミ ヒ メ サ ル ハ ム シ の 食餌植物

　　こ の 種 につ V ・て は私 が 初 め て 梨 の 害蟲 と して 記 録 して （昆ft．　II，ユ927，

p．131 ）以來 、高橋 奨氏 が 共 の 著 「蔬菜害蟲各論 」 下卷 、1930
、 pp ．518−549，

figs．286 ＆ 287 に 域蟲 の 形態 ・加害・分布・驅除豫防法 を簡 單 に 記 述 され ただ け

で ある 。 私は前報を出 した後埼玉 ・靜岡 ・奈良 ・石川 の 諸縣か ら種 々 の 報告 を受 け

て ゐ る の で 、一部 は高橋氏の 記 述 と重 複す るもの があ るけれ ど も、 茲 に 一括 し

て 報告 して お か うと思 ふ 。

　　埼玉 縣安行地 方 の 梅に 本種 の 加害 する こ とは昭和 3 年夏 當時 同縣廳在勤 だ

つ た 宮崎來氏 か ら逾 附の 標本で 初め て 判 つ た 。 そ して 、 氏 は梅屋の 談 と氏 自身

の 觀察 と を詳 しく報道 して くれた （同年 7 月 生 日附）。 それ に據 る と 、最 も加害

の 多い の は梅の盆栽植 の もの で 、 採集地 の梅屋の 話 に 依れ ば以前 は こ の 葉蟲 は

居 らなか つ たが 7−S 年前（確か で は なVO）東京在 の 梅屋か ら梅 の盆栽を預か っ た

こ とが あつ て 、 それ に 依つ て 傳はつ た もの 」如 く、其後年々 發生 を見 る に 至 つ

た と い ふ
。 成蟲の 加 害は 5 月中旬頃か ら始 ま O、8 月上 旬頃は非常 に 減 じく6 月

中下旬か ら7 月上 旬が 最盛で 、 宮崎氏 は 7 月 2 日 多數の 成蟲 を採集 し且 食害 の
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葉を多 く認 めた ・ 多分 1 年 1 囘 の 發生 で 、10 月 中頃に は幼蟲 を認め 、芻 月 の

交 vas れ騰 の 底 嘩 喉 の 間 鯲 て 馭 ぴ幼蟲 攜 め る （e の eemaktsゑか
へ 等の 髏 見）と ・ 鵬 と L て 有機質 （主 に堆肥）等 摘 肋 もの や 鋪 の 槐

植 ゑか へ
一s’・・1・・2・tr年 もeSv・た もの に 膿 生が多 く、 移植 を行 つ た鉢の もめ 尠

い と
・ 植ゑ か へ の emaは 、

・ の 繖 元 曦 良して ゐ る幼蟲巌 少す る 瞰 る の

だ らう・ 植 ゑ か へ て も糊 ゆ 土 は 殘 る か ら、 實際‘僻 曦 し郷 分職 蟲 の

眈禺孔 を多 く認 め る ・ eem孔は圓形で 、 徑 2mm ．位 、 卿 もの は ・鍬 二 ＋數

個 も發見す る とV・ ふ 。

　　靜 岡縣立農事試驗場の 矢後正俊氏の 手紙 （昭和 3 年 6 月 25 日附）に據 る と

同縣 で は當時三 方原 （濱名郡 ・引佐郡）に の み見受 けられ 、 成蟲 は梨の葉面 の み

な らす果面 を も食害 して 被害相當大 、 梨 以外 に も食害す る植物 （桃 ？・相橘 ？）あ

る 由なれ ど も未調査 と い ふ こ とで あつ た 。

　　奈良縣立農事試驗場 の 三 島良三郎氏 の 通信 （昭和 5 年 6 月 16 日附）に 據れ

ば 、
ヒ ト ミ ヒ メ サ ル ハ ム シ は同縣 下 に も産 し、且同地 で は髭の 葉を食害す る こ

とが 判 つ た 。 場所 は 畝傍 町在農事試驗場桃園及び生駒郡矢 田村當業者の 桃園 。

’
］J瞎 膕 榊 央 に 多 くて 周圍 va僅少 、

・葉の Je・　s 硬化 した もの を害 して 新葉瞎
せ

一
先 1 枚 の 葉で は 中央 よ り先端を害す る

。 被害は甚 しVb もの で は な く 、 僅 に

果實の 生育 を不良 な らしめ る とV ・ふ 。

　　昭和 6 年 8 月 4H 附石川縣立農事試驗場か らの 照龠 に よつ て 、本種 が同縣

石川 郡額村 で 苹樹 の 葉の 表 皮 を館 し、 甚しけれ購 葉する こ とが判 つ た 。

　　以 上 に よつ て
、 本種の 分布 と して は九州 （長崎）・本州 （鳥取 ・奈良・石 川 ・靜

岡引
棘

’
埼玉 ）・シ ’・

’
・ilヤ

・ 齢 の 食物と して は梨 （果面 も）・苺 ・梅 桃 ・苹樹等イ

パ ラ科植物の 葉 、幼蟲 の 食物 と して は梅 の 根が判 明 した 譯で ある 。

　　
3・ 励 ・吻 ‘・ μ 吻 ・・ （M ・T・CHUL ・K ・）ア ・ ’・ネ サ ・レ ・ ム シ の 食隴 物

　　ζ の 種の 食餌植 物に つ い て も前 va　一度記 した こ とが あ る （昆蟲 、
　II

，
1927

，

p．131） が昨年 6 月下 旬翻岡縣 三 保掻原 で 本種 の 域蟲が 多數イ チ ジ ク の葉 を食

害 して ゐ る の を見た 。 被害葉は地 面 （芝 生）に 垂 下つ た枝上 の もの だ けで 、葉

面 に 多數の 小孔状 食痕を作 り、 甚 しい の は燒 い たや うに なつ て ゐた 。

　　なほ 、 前報 で 本種が ブダ ウ も食す るや うに 記 したが 、 之 は觀察者が SeelO．

donta 島 漉 覦 BALy 　ドラガネサ ル ハ ム シ と本穂 とを取違 へ た もの らい ハ か ら一
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應取淌 して お く。

・

　　4， シ マ サ シ ガ メ 葉蟲 を捕 食す

　　1932年 6月 19日東京府下 國立で ハ ン ノ キ Q葉上 VF　Melasoma　aeneas 　LiNNAEUS

ル リハ ム シ の 咸蟲を捕 食 して ゐ る Sphedαnotestes　impressicoltis　STflL シ マ ナ シ ガ

メ の 成蟲を觀察 し採集 した 。 勿論捕食 と云 つ て もシ マ サ シ ガ メ が それ の 口 吻を

ル リ ハ ム シ の 體 に 刺込 んで體液を吸 つ て ゐた譯で ある 。

　　5． Phytlotreta　ochripes 　CURTIs　本邦に 産す

　　本種 は本邦 に普通 に 産する キ ス ヂ ノ ミ ハ ム シ P 岬 観 r伽 翻 ｛啣 （FA．BRICII ）
Ts

）

に 似 て ゐ る が 、 前脚が 全部黄 色を呈す る （後者で は全脚 黒色）こ と に 依つ て容易

に 判別で き る 。 そ して 、本種 は WINKLER の Cat．　Col．　reg ．　palaearct．，　Pars　11，

193D
，

’
　no ．4676 に據れ ば ヨ ー ロ

ッ
パ ・ ア ジ ア か ら本邦 に も分布 して ゐ る こ と に な

つ て ゐ るけれ ど も、未だ一度 も本邦 の 文獻で 取 扱はれた こ とは なV ・や うで あ る。

　　私tt　ig24　・tr．　s 月 15 日肅 緜 弘前了h’O　AA園で こ の 種 と思はれ る もの を自身

3 頭採集 した こ と が あ り、
叉 昭和 6 年茨城縣立 農事試驗場の 澤良三氏 が冬季 田

の 哇 土 中か ら得 られた 1頭を見 た 。 茨城産の もの は特 に 其 の 翅鞘の 瑳紋に 於 て

大芬異 つ て ゐ る が 、ど う もこ の 種 らしく思はれ る 。

　　上 記 の 標本は更 に 精査 の 上再 び記 違 の 機が あ ら う と思 ふ が ＿ こ S で は表題

の 種 の 本邦 に産す る とと の まつ間違な V・ こ と だ けを述 べ て お く数第 で ある
。
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